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報告書データ / Report
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内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本研究室では、MEMSプロセスによる微細加工技術を用いることによる各種セン
サ/デバイスの高性能化，具体的には、pHセンサ用ガラス電極の防汚性向上
や、VFAセンサの開発，ルーメン内細菌発電の発電量向上，フレキシブル超音波プ
ローブの開発等に取り組んでいる．

実験
Experimental

本研究室では、MEMSプロセスによる微細加工技術を用いることによる，各種セン
サ/デバイスの高性能化に取り組んでいる．例えばルーメン内細菌発電においては，
その発電量の向上が求められており，そのためには発電する細菌を電極に出来るだ
けたくさん付着させる必要がある．付着する細菌の数を増やすための方法として，
例えば，溝を作って単位面積あたりの表面積を大きくする方法が考えられるが，実
際には，どういった寸法の溝を作れば細菌がうまく付着するのかは分かっていない．
そこで今回，Siの深堀加工によって異なるラインパターンの溝を形成し，どの程度
の溝幅が有効なのか検討を行った．

結果と考察
Results and Discussion

ラインパターンの溝幅を変化させた際の，設計パラメータを図1に，発電量の比較
結果を図2に示す．図2に示す通り，80μm，ならびに60μmの溝においては発電
量が向上しているが，60μm以下の溝幅のサンプルにおいては，溝形成の効果は無
かった．これは，80μm程度以上の溝や孔の形成が有用であることを示しているが，
一方，この80μm以上というサイズは，種々の細菌のサイズよりも大きい．これよ
り，微生物細菌発電を効率的に行うためには，ある程度の大きさを持ったコロニー
を形成する必要があることを示唆していると考えられる．
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図1、溝の設計



図・表・数式 2
Figures, Tables and

Equations 2

図2、溝幅の発電量への影響
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